館山市消防委員会　会議録（案）
◎　日　時　平成１９年７月３１日（火） 午後４時００分～午後５時２０分

◎　場　所　館山市役所　４号館　第１会議室
◎　出席者　館山市長

館山市消防委員会委員（１２名中１１名）

※別紙出席者名簿のとおり

　　　　　事務局：田辺市長公室長、庄司課長、久保田主幹、勢見副主査、飯田副主査
◎　次　第

１．開会

２．市長挨拶
３．委嘱状交付

４．議題

（１）委員長並びに副委員長の選出について
（２）館山市消防委員会規程の一部改正について
（３）平成１９年度消防関係主要事業等について
（４）消防団員の確保について
（５）その他
　５．閉　会
◎　議事概要

事務局より、委員の出席状況について委員１２人に対し１１人が出席していることから、会議が成立している旨、報告した。

市長より各委員へ委嘱状が交付された。

委員長が未選出のため、館山市長が仮議長となり、委員長の選出が行われた。
委員長選出後、委員長が議長となり、議事が進行された。
（１）委員長並びに副委員長の選出について
委員長並びに副委員長の選出方法について、事務局より互選である旨説明を行った。
羽山委員を委員長にという意見があり、会議に諮ったところ異議無く承認された。また、副委員長の選出は委員長に一任という意見があり、副委員長は石井浩委員に決定した。
【委員長選出　質疑等】

小滝委員　　　：消防委員会の過去の例もあろうかと思います。また、事務局の考えを言ってもらいたいと思います。

事務局　　　　：過去の消防委員長の選出にあっては、直前の消防団長の経験者で委員になった方で、今回は羽山委員になろうかと思います。

小滝委員　　　：慣例でそういうことであれば、羽山委員にお願いしたいです。
【副委員長選出　質疑等】
小滝委員　　　：委員長に一任します。
委員長　　　　：委員長に一任でよろしいですか。
各委員　　　　：異議なし

委員長　　　　：それでは元消防長の石井浩委員にお願いします。

（２）館山市消防委員会規程の一部改正について
館山市消防委員会規程の一部改正について、資料に基づいて事務局から説明を行った。

「館山市消防委員会規程（案）」に改正することを会議に諮ったところ、異議なく可決した。
【質疑等なし】
（３）平成１９年度消防関係主要事業等について
平成１９年度消防関係主要事業等について、資料１～３に基づいて事務局より説明を行った。内容については了承された。

【質疑等】

秋山委員　　　：平成２０年度の館山市消防出初式はいつを予定しているか。
事務局　　　　：平成２０年１月６日です。

（４）消防団員の確保について
消防団員の確保について、資料４～５に基づいて事務局より説明を行った。
委員より多数の意見等が出されたが、市への答申は、時期は未定だが、次回の会議以降に（任期内）行うこととした。
【質疑等】

小滝委員　　　：消防力の整備指針の説明で、現有車両２４台とありますが、この台数が減れば団員基準数も減りますか。また、可住地面積、田・畑・宅地とあるがこれは何を元にしているのですか。
事務局　　　　：台数が変われば基準数も変わります。２４台は現有数です。消防力の整備指針で算出すると１８台になります。
　　　　　可住地面積とは総務省統計局の社会経済指標の定義によると、総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いた面積で、具体的には田・畑・宅地の面積です。
小滝委員　　　：可住地面積から算出される６２３人の役割はなんですか。
事務局　　　　：災害時に、まんべんなく避難誘導を行うことができるという人数です。
真田委員　　　：消防力の整備指針である程度の基準が算出されますが、これは強制ではありません。
真田委員　　　：各企業において自衛消防組織は作られていますか。
石井浩委員　　：各事業所にて、防火管理者、自衛消防組織は作られています。
真田委員　　　：事業所に協力認定制度を協力してもらうなら、各事業所で自衛消防組織とかがないとなかなか協力してもらえないのでないですか。

畠山委員　　　：自分の会社にも組織はあります。年１回の訓練を行っています。ポンプ車両とかは無いですけど、設置されたポンプがあります。ある程度の人数がいないと活動ができないと思います。市内では自衛消防組織の数はそれほどないのではないかと思います。
真田委員　　　：防火管理者がいれば、消防計画が提出され、自衛消防組織も網羅されます。それは当たり前のことですが、それとは別に、会社独自で消防を立ち上げるのが自衛消防組織になります。市内で、消防組織を持つ企業がどれくらいあるかということが、消防活動に結びついてきます。
事務局　　　　：大規模店舗については、開発審査などで、自衛消防を持つように、指導しています。その後の検査などはしていませんが、大規模店舗は自衛消防を持っているはずです。
小滝委員　　　：２年の任期のなかで、具体策を示せればよいのですか。また、任期内になかなか良い策が出ないと、宿題的なものが残りますが、どのように考えますか。

市長　　　　　：災害も多く消防団員の負担が大きくなっています。本人が消防団に入りたくないというのもありますが、親御さんが拒むことが多くなっています。近年、確保がかなり厳しくなっています。具体的な案を、困難であれば、方向性を皆様から示していただけるとありがたいです。
事務局　　　　：難しい問題でありますので、今すぐにではなく、今年度また、会議を行い、任期のなかで方向性を示していただきたいと考えています。

小滝委員　　　：柏崎市のある地区で、中越沖地震の時に、その地域で助け合うということで１時間弱で全世帯の状況を把握したそうです。中越地震の教訓を生かしたのです。消防団の確保も必要ですし、その役割・責務もある。これから確保が無理であれば自主防災組織との役割分担も念頭に考えていくことも必要。災害時に消防団、常備消防、市で巡回するのではなくて、地域の実情は地域の人がよく知っています。消防団の確保だけに目を向けると難しいです。もちろん確保は大事で何らかの手立てが必要です。勧誘に行っても拒否され、事業所の協力も得られない。消防団の活動のあり方もしっかりしなければならない。自主防災組織との連携、初期消火、避難誘導もしっかりしなければならない。消防団は地域密着型ですので、地域に密着するということも必要ではないかと思います。
石井浩委員　　：消防団の団員の年齢基準はどうか。

畠山委員　　　：条例ですと入団は１８歳以上４５歳未満です。ただし、部長以上であれば、４５歳以上でも支障はありません。班長以下は、消防団に必要だということの承認が必要になります。

石井浩委員　　：私の住んでいる畑地区で、２、３年前に火災がありましたが、消防団OBの方が、ポンプ車を出して消火活動をして、常備が来るのを待っていましたが、そこで事故があっても公務災害補償はありません。
畠山委員　　　：石井浩委員から出された消防団OBだとか、全国的にも機能別団員とかありますので、そのような制度が市にできれば、公務災害の補償もされるでしょう。どうしても消防団員が必要であれば、機能別団員なども必要ではないかと思います。

吉田委員　　　：消防団員OBの活動などには公務災害補償の絡みもあります。先ほど出たように消防団OBが、消火活動をしたのに、法に反することになると、せっかくの活動がマイナスになることになります。次回の消防委員会では、各委員の皆様が勉強されて意見を述べさせてもらえればと、また、事務局でも情報を整理し、委員に提供してもらえればと思います。この場では何時間議論しても結論は出ないと思います。

事務局　　　　：今日の会議結果ですぐ答申ということでなくても、時間を掛けていただき、会議結果などは事務局から委員に提示していきたいと思います。また、各地区の消防後援会、勧誘活動はどうなっているかなどの資料を作成したいと思います。来年２～３月くらいに会議の場が設けられれば、消防団員の確保について重点的に審議していただきたいと思います。今日この場で、結論を出していただかなくてよいと思います。今後、答申次期は調整して、議論していきたいと思います。次回会議は、案ですが半年後くらいがよいのではと思います。
委員長　　　　：多くの意見が出ましたが、また、次回の会議において審議していただきたいと思います。

石井信重委員　：消防団員の確保だけではなく、災害のあり方だとか、総合的な問題が提案されているのだと認識しています。確保だけに限らず、いろいろな資料を示していただければありがたいです。先だっての笛吹市との災害協定もありましたが、災害があったときには消防団員はいろいろな役割を担っています。市との係わりを考えたうえで、広い分野で、どう対応するのかということを考えていく時代になっているのだと思います。

委員長　　　　：他にご意見がないようです。今後、会議において確保問題に審議いたしまして、意見をまとめたものを市に答申したいと思います。
（５）その他

委員より、消防団詰所の耐震問題について、意見が出された。
【質疑等】
秋山委員　　　：３～４年前になりますが、市議会において消防団詰所の耐震診断をしたほうがよいのではと質問したことがあります。地震時には、詰所は重要な施設です。倒壊すれば、ポンプ車、浄水器など重要な備品が使用できません。ご存知のように市役所庁舎も耐震性は低いです。今後、詰所の耐震性をしっかり調べていく必要があると思います。ちなみに、私の出身部の７部詰所は、造りはしっかりしていますが、壊れればどうしようもないです。地下には防火水槽もあります。検討を願います。
事務局　　　　：経費のかかる問題であります。市長と協議して今後検討していきたいと思います。

市長　　　　　：市庁舎は耐震性が低いということで、早急になんとかしなければなりません。また、消防本部建物も同様です。いずれにしても経費のかかることです。何かしらの対応をしなければならないということで検討を始めました。

消防の詰所は倒壊したら意味がありませんので、予算的な問題を含めたなかで緊急度を考慮しながら前向きに検討していきたいと考えています。
議事終了後閉会
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